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天界161 419，
うしいです．F8には少々手こすって居ります．　F8なれば一寸長過ぎますが，
平面は40mm．位がよいでせう．能率は一寸簡軍に申し兼ねます．レンズより
も遙かに反射鏡の方が像が鏡V・物です．25mm．位のアイピ1スで見て眞圓の
像でなければなりません．一般にテツサ1は喧々良いレンズです．
　16センチF3は作りはしますが大分むつかしv・物で，50圓許りかNります．
寧ろ此より人像玉の8センチ位の物を御求の方がよいでせう・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村　　要
七夕の夫婦星が會合した話
倉敷天文墓　　荒　　木　　健　　児
　京都帝國大声文學會編L評語・國文「とv・ふ難誌の新年號（第三巻第一號）に，
市川寛氏のL道長をめぐる人々■といふ一論：文がある．その中に次のやうな文
字を離見した一
　　　長和四年七夕の夜には，例の夫婦星が會合したのを次男の教通が槌か
　　に目撃したと云ひ出した．最早五十歳に達した分別盛りの道長ではある
　　が，これを信じて仰々しく日記に書きとどめた後にL件事昔人人見之云々，
　　近代未聞事也・感懐不少「と一方ならぬ感慨を織してみるのである．……
　實に面白いことであるから，一月の岡山支部の天界研究會の席で獲表する
と，水野先生はしそれは流星であらデといはれた・流星とすれば，牽牛星の
方から織女星の方へとんだか，叉はその反封に織女星の方から牽牛星の方へ
とんだものであらうし，光度もかなり大きいものであったらしv・．
　そこで私は，その頃の七夕を八月の上旬或は中旬として，天文年鑑の流星
輻射辞表を通覧したが，デニング氏の赤経280。赤緯＋44。のものとも考へられ
るし，或は赤経2goo赤緯＋53。のものと考へられないこともなv・．しかし，　v・
つれにしてもナンセンスで，小皆流星課長の御骨折りになる過去の記録を一
々調査する勇氣？はない・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1933年工月30日）
